
 

  

eスポーツ導入の検討結果について 
 

１ eスポーツについて  

eスポーツとは 

エレクトロニック スポーツの略で、パソコンやゲーム機でゲームの対戦をスポーツ競技として捉

えた名称。 

 教育分野への活用はアメリカでは既に取り入れられていて、主に高校生以上を対象として勝敗を

目的とせず、ゲームを通したチームワーク能力や相手の思考の洞察などの向上を目的として取組さ

れています。 

利点として予想されること 

・地域クラブ活動への参加率向上 

・性別、年齢、障がいの有無に関わらず取り組める 

・知力・戦略・チームワークの向上 

・脳の活性化 

・デジタル分野への興味の向上 

・けがのリスクが少ない 

欠点として予想されること 

・過度な没頭（やり過ぎ）による、視力低下、筋力低下、腱鞘炎など健康面や、 

ゲーム依存症やうつ病等の精神面への影響 

・家庭でのやり過ぎを防ぐために保護者の監督が必要 

・人気の高いFPSタイプの種目は銃を使った暴力的な行為を扱っている 

・指導者・機材の確保が困難 

※NASEF JAPAN 北米教育eスポーツ連盟日本支部 オンライン講演会等より 

 

２ 事務局検討結果について  

 e スポーツは、県内では私立高校や専門学校で取組事例があるが、中学生の部活動とし

ては事例がない状況です。また現時点では教育分野へのeスポーツ活用は、研究やデータ

など知見が少なく、指導者や機材の確保も困難なことから、e スポーツの導入は見送るこ

ととしたい。 

 しかし生徒たちの要望が非常に強かったことから、引き続き他市町村の情報収集や、企

業等と連携などして、検討を続けていく。 

 

※参考：県内eスポーツ実施校について 

資料No.３-１ 



令和６年度佐渡市地域クラブ活動実施プラン（案）

国 地域クラブ活動（令和６年度は月２回（原則第１、第３日曜日）開催とし、該当週の学校部活動は実施しない。）

R５ 種　目 5/26 6/2 6/30 7/7 7/21 8/4 8/18 9/15 9/22 10/6 10/20 11/3 11/17 12/1 12/15 1/12 1/19 2/2 2/16 3/2 3/16 R7
県 スキップ型

　　補助または委託 バスケットボール
バドミントン
ソフトテニス
野球

実施 卓球
バレーボール 実施主体：佐渡バレーボール協会（会場：畑野小）

エンジョイ型
体験スポーツ

種　目 5/26 6/2 6/30 7/7 7/21 8/4 8/18 9/15 9/22 10/6 10/20 11/3 11/17 12/1 12/15 1/12 1/19 2/2 2/16 3/2 3/16

スキップ型
実施 吹奏楽 実施主体：ウィンドアンサンブル佐渡　（会場：真野ふるさと会館）

エンジョイ型
体験文化
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月
３
回
の
休
日
に
実
施
（
予
定
）

・マリンスポーツ
・トレッキング
・サッカー
・水泳

・空手
・スキー
・ダンス
・陸上

・自転車
・ゴルフ
・剣道
・柔道

・体操
・ボルダリング
・硬式テニス

実施主体：佐渡市スポーツ協会 ※赤字はR6新規実施予定種目

実施主体：佐渡市教育委員会 ※赤字はR6新規実施予定種目
・華道
・人形芝居
・能楽
・鬼太鼓

・美術
・競技かるた
・写真
・茶道

・民謡、三味線
・ギター
・イラスト
・佐渡探求

・書道（習字）
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門
・英会話
・囲碁

・将棋
・漫画
・裂き織り
・吹奏楽（初級）

令和５年９月以降、生徒のニーズに応じた多様で豊かな活動の場として「地域クラブ活動」を整備。令和６年度は月２回に拡充して実施。

コーディネーター

月
１
回
の
休
日
に
実
施
（
９
月
〜
３
月
）

個々のスキルアップや経験を積むため、これまでの部活動種目を中心に活動する形態
実施主体：佐渡バスケットボール協会    (会場： 両津中 　佐和田中　畑野中　南佐渡中)
実施主体：佐渡バドミントン協会    (会場：前浜中　高千中　金井中　南佐渡中)
実施主体：佐渡ソフトテニス連盟  (会場：両津中　金井運動公園　佐渡スポーツハウス　南佐渡中）

周知
申込

運動クラブ

運営団体

文化クラブ

周知
申込

実施主体：各地区クラブ（会場：内海府中　高千中　相川中　真野中　松ヶ崎中）

佐
渡
市
教
育
委
員
会

スポーツや文化活動を楽しむために、様々な活動に触れられる形態コーディネーター

個々のスキルアップや経験を積むため、これまでの部活動種目を中心に活動する形態

実施主体：各地区クラブ（会場：両津球場　佐和田中　新穂中　畑野中　真野運動広場　南佐渡中）

スポーツや文化活動を楽しむために様々な活動に触れられる形態

連絡
調整

連絡
調整

学校・生徒

〇生徒が将来にわたってスポーツ・文化に親しむための多

様な体験機会の確保

〇持続可能な地域クラブ活動の整備体制の構築

〇学校の働き方改革を踏まえた教員の負担軽減

目 標：スポーツや文化活動を楽しみ、生きる力を育み、自己実現を図る
目指す子ども像
〇 体を動かすことや文化に触れることに喜びを感じ、生涯を通じてスポーツや文化活動を楽しむ生徒を育てる。
〇 スポーツや文化活動に携わる指導者や異年齢の人と関わる活動を通して、好ましい人間関係を築く。
〇 取り組むスポーツや文化活動に目標を設定し、継続して取り組むことができる強い心を育み、技術・技能の向上を図る。
〇 競技スポーツや発表会の体験を通して、成功体験や失敗体験を積み、人格の成長を目指す。

目 的 目指す子どもの姿

文
化
部
会

運
動
部
会

推
進
協
議
会

休日の学校部活動 地域クラブ活動へ移行（部活動の教育的意義の継承・発展）


